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血清疫学からみたエコーウイルス 18型侵襲の推移

佐藤宏康＊安部真理子＊森田盛大＊長沼雄峰＊＊

I はじめに

わが国においてエコーウイルス 18型 (E-18)の分離

例が報告い）されるようになったのは 1980年以降のこと

である．いずれも無菌性髄膜炎（AM)あるいは，発疹症

からの分離報告例が多いa4).

秋田県では 1988年 6月下旬頃から 2オ以下の乳幼児

に発疹症， 7月には 6~14オの年長児に AMの多発が

観察された．これらのウイルス学的，血清学的検査成績

についてはすでに報告5)した．本報では県内在住の人血

清を用いて 1980年以降の E-18に対する侵襲状況を血

清疫学的に調査したので，その成績について報告する．

II 材料及び方法

1.被検血清

年令区分，採取数，採取年月は表 lに示した．すなわ

ち， 1980年8月， 1985年 7月， 1988年 7月の血清は流行

予測事業の目的で本荘市内で採取した．また， 1988年

11月の血清は本調査のため秋田市内で採取した．

2. ウイルス株

当所保存の E-18椋準株 Metcalf株を RD細胞に 2

代継代して使用した．

3.中和試験

マイクロ法により既報町こ準じて行った．すなわち，

4倍希釈の被検血清と 100TCIDso / 25 μ 1のウイルス

液を芍量混合し 37℃の炭酸ガスフラン器 3時間 4℃ 

over-night,翌日 RD細胞プレートに接種した．ウイル

ス対照が 100TCID5oに達した 4~ 5日後に判定した．

CPE険性を示した血清を中和抗休陽性とした．

III 結果及び考察

4倍スクリーニングにおける年令別抗体保有状況を表

1,図 lに示した．すなわち， 1980年8月では 3オ以下

の抗体保有者は存在せず，当時この年令群を中心に感受

表 1 検体数及び4倍スクリーニングでの年令別抗体保有率

血 清 採 取 年
年令群（オ）

1980年8月 1985年7月 1988年7

0 ~ 1 0 /20 .(0.0) •• 0 /15 (0.0) 2/ 22 ( 

2 ~ 3 0 /11 (0.0) 1 /15 (6.7) 5 / 18 (2 

4 ~ 6 6 /17 (35.3) 2 /15 (13.3) 7 / 25 (2 

7 ~ 9 5 /20 (25.0) 4 /15 (26.7) 5 / 20 (2 

10~15 2 /12 (16.7) 0 /15 (0.0) 6 / 20 (31 

平 均 13/80 (16.3) 7 /75 (9.3) 25/105 (2 

月

＊陽性数／検体数 ＊ ＊ （％） 
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図1. 中和抗体保有率の推移

表2 無菌性髄膜炎疾患群からの年次別ウィルス分離数

（微生物感染症定点観測調査，秋田県）

性集団が畜積していたものと推定できる．

1980年から 1981年にかlナて全国各地で E-18が分離

された1,26）． しかし，本県において E-18が分離された

のは 1983年3月から 10月1こかけて，大館市を中心に散

発的に 4株が検出されている（表 2). いずれも AM患

者から検出され，年令は 6~9オであった． 1983年は E

-30による AMが大流行1)したため E18はAMの主病

原ウイルスとは考えられなかった． 1985年の抗体保有

率から推定して， 1983年の E-18の侵襲規模はそれ程大

きくないと考えられる．

一方， 1987年7~9月嗅内横手市で採取した人血清1こ

ついて E-18に対する抗体保有パターンを調査した5)と

ころ， 1985年本荘市での保有ハターンと同様で 4~6オ

から 15~19オ群にかけてわずかに抗体保有者が認めら

れた．

以上から，秋田県内においては 1980年以前，すなわち

1975年頃 E-18は一度佼襲し、全国的に E-18が流行し

た1980~1981年にはほとんど侵襲しなかったか，ある

いは侵襲したとしてもその現模は極めて小さかったと推

定される．次に侵襲したのが 1983年で， この流行規模

は1985年の保有率ペターンから推定して 1988年の流行

ウ イ ）レス '76'77 I 78 I 79 / 80 / 81 '82'83 I 84 1 85 1 86 '87'88 ウ 崩Jレス
型 総数

6 2 2 
Cox.A ， 8 1 ， 

10 1 1 

2 1 1 
3 1 2 2 5 

Cox.B 4 3 1 4 

5 5 5 

6 1 3 4 
7 4 1 5 ， 1 2 3 
11 4 2 6 

ECHO 
14 2 2 
16 2 1 1 4 
18 4 5 ， 
24 3 1 4 
25 1 1 2 
30 15 15 

Entero 71 2 2 

計 2 1 14 28 15 6 10 1 6 83 
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規模より小さと推定される．

今回の E-18の流行後の 1988年 11月の保有パターン

は4~6オ群を中心にすぺての年令群で抗体保有率の著

明な上昇が認められた． 1988年 7月は流行途中の血清

採取であり，この時点の平均抗体保有率は 23.8％であっ

た．流行が終息した 11月では平均抗体保有率は 47.9%

と約 2倍上昇した．

今回の E-18流行は乳幼児での主症状は発疹症， 6~ 

14オの年長児での主症状は AM, さらに不特定の年令

群に上気道疾患を惹起させた．このように感染者が広範

囲に及んだことが一病原ウイルスが多採な臨床症状を呈

した一因と考えられ凡血清疫学的調査からも解明され

たものと考える．

IV まとめ

E-18の侵襲状況を血清疫学的に調査し以下の成績を

えた．

1.秋田県内において E-18は1975年頃一度流行し

た．次の流行は 1983年と推定され， 1988年の流行より

小規模であったと考えられた．

2. 1988年の流行では抗体保有率の卜昇は令年令群に

認められるなど大規模で，平均抗体保有率は 47.9%て

あった．

稿を終えるにあたり，被検血盾の採取にこ協力をいた

―-98 

だいた由利組合総合病院小児科，本荘保健所，本荘市役

所の関係各位、及び秋田組合総合病院検査科の各位に深

謝します．
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